
異常な行動  

タミフル  奥書な行軸の鼻体的  
膚用鴨網  ち、王寺‘三 （供・幻鷺にいl －†   

之00丁／ひ21襟）38．6℃の発給。  稚  
2007／む22（午恥インフルエンザ∧型と鯵断．A  
夕）タミフル乃mlすつ内乱欄ト23日麒にかけ  
一って穐るなどの行鵬有り．  
200丁／〟23（8価）タミフル丁5M■内服．（18伽）母  
かられび縛り、眞醜から走り回る．当快へ入繍．  

†lユ  BO802●53●      男性  q）■≠行勤 転■   2DOT／2′22朝・夕 20ロー／l／23舶   ■一作用の可能性も奪えちれた机急性騎症香  
②  j■l間   掩行．1CU入練．処書内替：ソ／いメドロール†〟  

之○■250Mい（8／日、ミラクリッド注5万岬潤ぃり／日  

芦   ウコピタール坐紬00叫／日、カロナール加○Ⅶ  
肌師胴＝れ血液♯董、繍訃蠣劃・書生X繰  
Wkh叩tOh“が3－5砂穐持続するのが頻発．  
2抑7／y24処t内さ‡フェノバール閲mlX2／臼  

ンザに対し木綿1カプセル膿  托められたが徐々に消失   
2007／〝8（2創）入≠行動先磯．外に出て★足で50汀■穫先の粧＋壌に向かって  
走り出ナ．父覿が薫に入れた机モのまま2檜に走っていき、迫っていくと愈を聞  
けてれび書りていた．見に行くと．土の上に座っており、応苓はっきりせす、寝ぼ  
けたような積手だった．自書用■にて徽■外来受鯵し、当快へ搬送依♯あり 
． （3：知遇桝点外来封れ慧片レベル」（；Sト2、氾Ll入横．外傷は右膝1甘骨折  
のみで疇暮内出血などなし．髄液痍董‥肇自走112叩／九、♯定量88叩／札 
、 斗機ヰむ帥m’3、分♯繊削／3mm▲3．（10＝抑）インフルエンザ綽癒の可能性も考  
慮し、ステロイド／くルス療法（ソル・メドロール†（氾0巾〟日湖始（－〝l軋（20：ユ0）  
独軋突然笑い出す、泣き出すなどの症状認めた。  
2007／2乃（8：30〉慧撫レベルJCSO－1  
200丁′之／10（鋸∝）毛織清明と確舷．  
之珊丁／〟11インフルエンザ軽快．アスペリン之On■X訓園／日ト〟川）、ムコダイ  
ン500－叩×3回／日（－〟14）投与開始．  
200丁′〟柑遺練．外来フォローとなる 
． 2町7／3／8■♯行動剛L（t5＝26鳩のけがのため松葉杖．行動、連動面で矧こ  
以前と文化なし．  

引Mけ／Z／8】 2伽  

捧ち着きがなくなり、霹申のドアを抑ナた．自分でtl舌、1掛ま‖7書をかけてし  伽簑甜t碑林だ締通し伝‾そ功壊竜宅だ新二憎が三桁読書う1■ 
2卸†／〟lJ12，00噴  

l   

200丁／2／8  1十‖慎  まった．次に110書をかけて■欝から連絡がまわりた■暮で他統に搬過L点滴  
により鶉ち鸞いて帰宅．  
②夜になると怯えてしまう柑が父めて憤れない書冊寝縫1時間くらいで起き出  

して、片乱状■lこなる  
2∝け′3／ユ（t7カ5）朗．5℃発熱あり  翌日■鯵とした．カロナール  
和○才一lX■用．  
2007／3／l（Il＝諏）■捗．エスプラインRインフルエンザA＆8－Nにてインフルエン  
ザBと鯵断．本薫ね仙P2×／3T処方．（12伽）タミフル丁5叫服用．眈㈹）突然泣き  
始め、■足で土間の方へ飛び出し柑がとれた」と叫ぶ．れ♯行動兜璃．  
的lO分鶴で＃ち驚き、爾削tおさえる．体温：3丁．す℃．  
2∞－／3／ら（軌＊刑嵐用再開（－3／8）．その醜■≠な行鋤なし 
． 甲甲／3／l（10：30）当科外来に報告．再騰．明らかな■常なし．い舶）異常行動  

200丁／1／l   】と00  

ヨ′何′●；職‾ ■  

‖．＿＿＿＿▼＿‖L＿‥．＿．‥－＿－  

200丁／む11＋  †200  
I∝11／】′ll こ  Il】○  

l  l  

積まえて一度はl縛に逼れよした机その後、もう一触胤こかけ上がり、ベラン  
ダヘ出、飛び書りた．手の中に連れ属した机まだ興書状娼で▲れていた。飛  
び障りたことはtえていない．翌日21：吼寝ていたところ、急に立ちあがり、・い ■ 
かなあかんとペットから幹り、どこかへ行こうとした．雷性士と母機で押さえ、医  
師判★晴は♯人藩ち書いており、これらのことは覚えていないと書う．  

20（け／3／20 α30  

200T／】／Z8    之I10  

200丁／打22（夜）3丁●c台の発熱あり．  
2Ⅳ丁／〟2ユ（嘲）38℃．（■加．7℃の触あり．解熱剤僻細不明姥内隠した机  

l  r  

200丁／2／23 室 川朋   

覿せす当快受鯵．噴蠍あり．インフルエンザ∧型と鯵断．（1耶氾〉タミフル投与  
（75mt）．（20朋壌）敲寝．（2ヱ加）寝ていて急に起さた机★点が合わナウロウロし  
ていて気を失い痛の帽段から転軋この晴㌧金井礫鳳雛職する上肢けいれ  
ん発作（非暮鸞）が怯められた．種牛が10分ほど持続．10分社に他職受臥  
（23伽）aq分後に壬博個復し、頭部CTを行った机れ禦はみられす錆宅した．け  
いれん発作回せ．ふらつき俳tt）無札ふらつき、書削鳩かしくなる症状は  
風q．  
甲0丁／〟21仰）当焼樗受鯵し、本削中止．発熱は絨し、ていたが、書旺は正♯で  
あった．以後は受詳なし  

200丁／3ハ1   不明  700丁乃ハ7 ノ ー用2向日  集れる（釣3分間）．豪族が押さえつけて静止した。  

書止嚢書状隠  2801／2／2    川：30  
焼．怒りっぽく荒々しい言動であった．  相即まど回った．モの練、紙製のふたを酢ノ締めていた。このたわ救急車で乗   

l晴間眠る。（1  

母が押さえつける．症状約油分槙き回復．  
之月之1日（軌紆3℃．起床後ナぐに「手洗い」を始める．その後もずっと辛を洗い  
続け、1日に抑周以上「手洗い」をするようになる。  
之月糾目1日に8咽以上ー手洗い」し．図りのものに触れようとしなくなる．  
り引け日量枚する学校でも「手洗い」が快く。  
3月上旬メンタルクリニックにて洗浄強迫経書と診断される 

． 3月lユ日ロープで首吊り自殺しようとする．その後も自校願望強くなり、自宅で母  
が見守らなければならない扶愉となる，  

20（け／2／gO    暴椚  
20【け／2／之O t8：00  鼻－3－t3  

＿▲   

の  
＿＿．さJ   

より上半分に筋肉の弓露弓長出現  

＝、′隕ナ車ル勺言ドル  



異常な行動  

（t書中：0、れヰ  
駄血中か否か  中じやないりり  

蠣徽中の■●、  

t■●Hかふ集  
れ如の■憫  

■♯な行■の轟体的な鮮挿  
（■：幻暮については1体的に何が臭えたか？本人が幻tモ1たのか、  

■肌用M鷹ていたようだとTっていものか？）  
すて蕾痍紺三調僅鯵：イシラi正ュ軍縮定i痢三モ薩鹿五箇  

▲書な行■集礪嶋｛  

網／くナン200M〟日と下■■よを処方．  
加丁月代仙，－10鴫■）蝿■貴書．彙鯵檜乱8℃で救■にて処カされていた  
薫は♯丁．インフルエンザ柵虚■斬真擁したところ、Fl慮鯵ホ．サミフル7ざ爪l※2  
画／日（柑分）、加】ナール加爪l（2阿分権処方．  
2仰丁／3′○仏Ml－2特融ていたが突然鰯曹て■塞かち飛び出し、鼻下青鬼っ  
た．＃艮でれぶように走った．予めすまでの劇作用の事例を懸し－♯に夜間は  
▲ごし、日モ暮さないように環徽に楕示していたため、大事lこは至らなかった．  
マンションのl■で玄爛の外に出なくて雫いであった．  
之叩丁／ロー／り丁  

（嘱）本人は自分の斤勤藍全く憮えていなかった．インフルエンザ鰻快．本納の内  
線中止．  

王∝l1月／51 午≠  
2∝lT′ユ／l   

川けル。岳  
量00】′aノli＋午●  

トーーー＝－－－－・ ！  

ラ‾でき汀紺配閥てiil℃ラモ才ジ先王潮ギと顔鯵断釣王  

本州（丁引加／×5日分、ホ十弗丁．らt机伯分の払方出される．什宅t、★剤を服  
用し．輌．は2：抑）気持ちが書いとトイレヘ行った．トイレから出てきてうわ書で  

rl上机1上が‥．止菖って壬hから出ようとしていたので爾t2人がかりで  

おさえつけた．  
柵d／○之／柑匝；勤〉▲書霹洪より処方匿に慮♯．上記の拝を伝え．本州中止との  
檜示が出た．体1はJT．之℃．（書創）▲事象よより■鳥にもー貼り．繰▲の什報を  

t  

加朋／1ハ？  

貴けた．念のため  ホ日中は▲書書見守るよう楕尊．  

「励てi盲嫌う的竜竜  加丁／l／lインフルエン   
内≠．▲■状職▲のため、タペジールl巾■×2固ノ口糧与開始卜打仇  
ヱ間1／も佗（2：脚）■＃抒勤乗礪（弁1鷺）．■に起き上がって腋割勘L働■の  
中を虚増、お耗飲んだ．電と■惜した机サのことを腎暮してない磯子だ机  
祖掛とはさ蘇で曹た．ベランダに出てtり縫えようとしたのを母と祖母で止めて  
壬内へ洩れよした．体1：汎8℃．（＝○）仰分くらいで尊びれりについた．（5：00）  
■★行書彙1（井1暮）．徽ている扶払でベッドで／くタ′くタして持をしていた．日  
はダルクル回ってtだった．棚分くらい疇いた．（S：仰側分くらい鱗し＼て症状国  

王叩†／量／l l加叩  

！（坤丁′乙／I． ‡α15  

空00丁／之′之 ・  量ヨ1  

200丁′2′2     5舶  

紬丁乃′18 インフルエンザに，  
hつきがおかしい－b）が集札  
不明人♯抒カは町慎．  

政柄師停純五横軸漸訂崩稿蒜揃前轍朝敵  
幻t、幻麟が出覆（t景虎不明）、■♯行■（葬暮★）兜璃．南もけっていないの  
に1つ持っていると書う．州こ出ようとする、一晩中、父ホが≠についていて、外  
lこ出ようとするのを銅止していた．  

王001／之ハ7 夕方  

2t泊丁′2／18（l創）経ちつく  

（5創）体1：81ヱ℃．  
Xl／国内1．内且徽、不■行触発t（霹1暮）．突ぬ2F■段套はしりおりる．  
（1l：仲×タ休網丁6mlXl／向内よ．内膿徽、やはり不牡扶蜘となり．F●ml埴t押さ  
えつけてFo鵬■ナる．  

♯本網鳳用して靡かせる机㈹間半橡に鹿妻てきて、飢lこ怒られているという  
幻先のため「ごめんなさい」と何虞もくり遷した．夕方にも本納≠用する机1時  
Ⅶ半牡に飽きてきて、働■の中をぐるぐる歩せ偏ったり、うなったりという九常行  
■を起こした．書間lま檜定で替ない机ドライノく－を持って鞭をれび出そうとした  
ところ貴書簾がとめている．  

幸  

∝巾丁／3／18（t3：㈹）本椚1hl■内t．（19加）木綿乃mt内服．（23脚）仙2℃め兜  
熟、脱水に対して、カロナール2鐘内♯．ポタコールR別8mL点滴特注開軋モ  
の書書取．（蝕軸）点濃繊丁し、抜針した断、走り出した（非t■）．  

200丁′3／‖l 1ユ側  

2081ノユ／相    川カロ  
之00丁／3／柑 ⊆  幻：80  

2007／3／11■♯行鵬は画壇  

2伽丁／〟糾憎加℃の弗醜．（果断札闇．●℃、■汁あり．インフルエンザbの判  
定のもと、夕方本州乃叫所用．  
加丁／打26（集明）もうろう状愴発甘（非暮★）．急に起さて、ベットの上で飛びは  
ねて州から下に甘段を■けl川て、下で尿、便を失♯した．  
不明虚状同社．  

量∞丁／量／11 

1 タ  
t【氾丁／l／‡5    未明  

竜：確論訴ユ℃：葡萄嵩こ嶺議：菌鎮痛こ頑納：  
珊／1／20   

孤旧3／り21れ前日の症状が慕化．当枕貴書．インフルエンザ8塾の鯵断．同  
腋網タタミフル頗．  
之M／l／22れ88．甘℃．木綿岨．ニ次■射＝よる鴫（◆叫・ホのためケラリス、  
メジコン、ムコダイン、リン改コデイン、酸化マグネシウム処方、1、丸薬し休ん  
だ．（1l：00）突然／くタ／くタと涌から拝りてきて、持っていた洋欄塵「これおかしい  
よjと書い、自分の太且舌たた奮、ウサギ跳びをした．豪族がなだめ胃び覿＊．  
（20：伽－2l：叫ベッド内で「死んじゃうよ－Jと披いたり、ベッドから飛び降り 
、 「連立ちはこうやる」とがホ校費職はこうする」事の曹動あり慄鹸生ではな  
い）．  

之00ユハ／23梱、すべてのホ網を中止．体温37．8一礼t℃  
2叫3ハ／21体温粥．8一肌爪；．市kの咳止めトローチ使用．  

200】ハ′H＋＋‖：00  

之00：Iハ／量2  之α叩一一2t00  

2003ハ／2丁 母親が来院   

lいノ鵬オ車ル勺享ドル  



異常な行勤  

タ…フル  
J：＝＝■   

A＃な行勤の人件的な詳細  
（例・幻鸞については1体的にが たl†   

■★な行■鶉構鴫鋼                 昭一  
Z叫3／l／23憫祓おリバ廿帥）兼職．体温30モノイジヲノし  
フル†5m■XZ伺／8如方され、夕方から内服開始．  
袖0ユハ／2ヰ（■）熟は3甘℃から下陣していた．眠っていて】  
に向カさって走り出し、特に止められた．モの時「死ぬんや  
（夜）再度眠っていて、急に起さ出し、玄醐lこ向かって走り  
た．  

柑l  l003ハノ2ユタ I′2卜†／打！鞘・タ  0  No   ロ  2003／1／25前日と同機の状態で奇声を無していた．母鞄  

レン  ■  
2叫8ハ／28棚より下駄（38℃）となり前日の柵なことはな  
2伽ユ／1／2丁真読晴間島なし．嘲の服用にて本和服用中．  
2叩8／〟25他の痍▲にて爾来蹟．この晴も蒙ったく間鴨  

インフルエンザ治瓜後払ヶ月たち、発熱のたれポルタレ  

卜1   1】   】   l   l  

l空だ胤掴じた㌻死にたい」という榊がわ軸こ出軋   

し母親に止められ  

観は軌＝うなきれたと糧  

なし．   

ン坐剤ほ5明快用．本  
た（生州債用8一棉珊  

2【K川／1／21（18：00）受診．8丁39．1℃  血圧1t川／触．インフルエ  
ンザと鯵断．（1l：咄掃宅捜、ヰ剤服乱発熱帆、てL、た．（21：元）細雨由  

凱．膏の中を走り画も．相伴如、け上ったり、かけ下りたり。書唖不明のサ■。ト イレの中でクルクルこまのように回る．かみつく．救急十手什．♯息鋼焼へ．こ  
のⅦ卸－10分ほどか．ほ2：川ごろ）救急■で救急ホ欄へ．受診一利こは平削こも  
どっていた．体1も平熱にもどっていたとのこと．鷺憺は正れせん妄状簾綿の  
書取については紀憺なし．柵手職幕のため点滴（内さ不軌㈹Ⅶほど裁験し  
て剛毛．  
2004ハ／22朋）平熱．咽嬢■、壌少々．本州そのまま続行．モの他の＃もその  
まま続行．  
200〃り2り1l：肌）鯵書．3日℃、唱醜疇ト）、噴ト）．■柵析見なし．鯵察時、上  
記エピソード鶴取．熱性せん妾と判軋タミフル中止の指示はせヂ．追加投薬も  
せす．  
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． 仔：論う盲竜お甜絹煮び削だごホだi方職もろモおり：高〒技が角薩註■ 自分で出てきて早宅のチャイムを押して中に入った．母に「ねぽけてないよ、ね ぽけ 2叩5／ユハ○】川○¢、2300  2005／8ハ7    とユ○  

てないよ」とくり遷し、自分のわーに託り入眠した．本人は飛び鴨りたのは寛  
ているが、その現由lよわからないと申こと．  7壷「モi彿鎮痛熟二蘭二鞄論議二扇ぎ耐え二葛篭蓋垂鯵：わラガ主  

2（和一／t  

ンザ8型と鯵ポ．（川：叫汎が℃  
当日中椚中州宅捜とタ土壌に、タミフル75m■内服．  
2叩丁ハ／22（細孔）幻父、■叶行動無札夜間睡眠中に、自分の鼻に有人より  
危書豪加えちれると息し、込み、鞭毛れび出し知人宅藍欄hた捜、たまたま遇りか  
かった人に≠んで暮で一書書に1れて行ってもらった．（3側）的場間で別L  
書幕で事情を聞かれている間に正気に回qした。幻先、鼻井桁動匝軋  
（10伽）3＝－c  

200丁／1／28【l型インフルエンザ軽快．  

2的†／l／2† ¶・夕  2007／l／22】  之刀○  

フル・カロナール■職長処方される．（川：30）帰宅後、タミフル1叩（75仰山服用． 軟寝間間不明）．起床（疇仰不軌（23珊九井行動発現（非暮♯）．寛験し、トイ レ 
へ行こうとする．しかし、貴職不明な発雷をし、叫びながらベランダlこ向かって  
歩轡出したため蒙♯沌tとりおさえ、ナぐに鷺山清明となる．（23創）再度当峡受  
鯵・体温＝汎rC．念の為棟血するもれ♯なし．鯵凱こても明らかな1構なし．黒  
糖行動軽快．棚時間相を離さないよう伝え剛毛する．  
之加7／3／1（○カ○）帰宅ナる．個lこは熱さがっている 
． 純一／8／之その隷本納膿用せす．れ禦行勤はなし．  

～00丁／2／28    柑ニュ0  

200丁／3／5体温  回復。  
；なじ仁i透善う二能事モ  l回目：大きし  Z回目  

Ⅷ践」と数回叫び、後退ル芋を取るがテーブルの上に兼り．その乱走り固  
り、母削t、押さえ込む．体温を測ろうとするが、体が硬Ⅷし、削I占められない  
状愴であった．またよ内犬を敵った為、犬をゲージに入れるが、覇起きてなぜ犬  
帆ゲージの中に居るのか判らない状憎であった．  

－－－・一・・一一－－し．＿．＿－＿＿－＿■＿  

2807／3ハ2117劇  

t叩5／12   追加なし  

2叩7／3／12 r ‡α0ロくらい  帽柑い．‡図自0  

2005／12他統にてインフルエンザ治療のため本剤丁5叩X2／日没与間軌  

2005／1之川畑の愈から飛び下りようとした机＃族が止めた為、事故にはなら  

なかった．■井特別tあったため、当幌にて鯵ホ 
． 不明治療後も自が責めると歩さまわる肌こなった．  

？005／12／l  遭加なし  

2008／1／4胸郭打嬢≠の経歴あり  

色盲モ護ぞい蔦と三鼠■ 紅から外へでようとした  2qロー／〟21   夕方  2叩7／2／2ユ ー  夕食像  発熱で隷妄状軌こなったことは以前にあり  

川7′…ユ；諾  ■受け答えははっきりせず、自分の行動を理解していなかった．ヱ＝閃異常行動発  
現・突然超さて外出．ナぐに父親が気づき連れ戻す．その撲戯ヰ．兵籍行勤の  
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2／日の投与関欄．（1I：00）異常行動無札昼食擁に長篠をし、賞酸後「■いJと  
書い「ベランダに行き、凍みたい」とベランダに向かつて飛びだしそうになったの  
で、付加（あわてて止めた．（川：1D）1常行動回復．（夕淋温＝3‖℃。（28‥00）幻  
視の疑い発現（非1軌臥床中．「ゲームの中のように稚かが追いかけてくるの  
で遜げなくては止言ってふとんをかぶった．母熱が「大丈夫」と言い安心させた  
ところ安定した．（20：10）幻視の疑い回軋以臥3ハ8斬食後まで本割を掛ナて  

①200丁／3ノ15  ①一日8 ②2007′…i②28＝OD         l  

服用したが、l割譲♯行動は見られなかった  
200丁／03／柑 インフルエンザの転州   

りン柚オヤルタミビル  



異常な行勤  

（牡♯中：0．t♯  
覿疇中か亨か  中じ●ないこ※）  

tl■■■から鶉  れ■中の嶋倉、  書亡即川爛  
■書な行血の人体的な鱒巾  

（桝：幻責については人体的に胃が上えたか？本人が幻鸞を1たのか、  
■がn義一1ていたようだと1っていものかT）  

ンiる＝露■＃紺l三瀬納紡古手こ術前粥日嗣稀誠蜘掃射漸  

■鸞な行■集積■刑  

■れてヰ乱とおぴえがあった）．  
加7／打摘I舶用■舞あり．伊l柏：胡憎扶翼鯵．贅幹讐■多書のため．深夜ま  
で峡内で檜ち．  
制丁／Ⅳ28（○：00〉インフルエンザ8型と鯵断．仏Ml：00）タミフル仙叫れ個／日  
処方うけ糟宅．は抑帰宅徽、タミフル80ml内線し、鵬．（5：∞）急に体舌おこし、  
ニ鴫の濃かられぴ■りようとしたため、緻人がとりおさえ、ことなさを得た．ナぐ  
におさ重り、－甘へ移■して鼠♯した．け：卯）■ぴ■に起さ上がり、●よは一瞥  
の慮かられび出してし辛った．その陣、外で■人が水まきをしており、モの壌で  
♯にかえり、ことなきを■た．（歓2釘モの牡、当統へt括で問い合わせがあり、内  

膿中止を繊示．以t、■≠行中l丸出欄せす♯捜した．  
慣用集のレスプレン、ムコダイン、ペリアクチンは荒磯鴫木服用．  
200丁乃／8 インフルエンザ：軽快・圃1  

200丁／宣／加  

！開丁／2′～l  

01／丁／れ  

200○／丁／l（憫）♯ぽけて不1状牡となり、2離の飼1から1践に井ちて臥丙■  
打撲．不牡牧場集Ⅷ．隕龍OTにて織す暮雷のt折、牡旗下に出血あり他験紹  
介人鴨（一朗／丁／加）．毛■十折ギプスシー本市定，  
2001／7／紬 当職入続（－08／8ハ幻．  
不明 不Il扶敵国1．  

Z…／丁／l    タ  
t001／－′1 事  嘲・タ  
之伸一′丁／丁； ｛・タ  

藩ち曽蕾のなさ  

2月21日（l：油一柳）何かに追いかけられるような、怖い■をみていたような恐ろ  
しい息いをした後に、■に自分の礪足が何かに触れるのを慮じ、モの■間自分  
が廠附こぶら下がり、弔足手100M幡のコンクリート■の突き出し級別こtせて  
いるのに気付いた．爾汝舎轟♯にかけ、必矧こよじ奮って飯■に入り、胃れの  
ヰ主にれび込んだ．（5朋）父母が拙利こノくタバタという書とともl濾児が部一  
に入って書た．「死ぬとこやった．こわかった．」とおぴえたホ情．爾牡が事情を  
聞くも♯み込めす、「事でも見たのだろう」と胃義のヰ土で休ませた．モの時母親  
†土t間の籠－■t、蓼畿鋼－のことかと思った．けこ刃職が明けて■児を観零する  
と、雨龍故に始り傷、1下肢の付雷鞠、爾足底の汚れに気づき、慮児に■僧服  
帆く．棚が▲魔の≠1をよに行くと★が開いており、外せを見ると叩帥出っ  
彊ったコンクリート個分に足■が残っていた．  

l007／〟！0 疇  ほ脚  
200丁／1／20 －  20：00  

銅1摘モi茄ブ錦し萬1左厳柵三起抑ご＃i路茄洋画るこ  「た元手ぎ  
2t泊1／1／け ヲ   ■  
200丁／3／‖； 川＝抑  

綱ける、左1がいると↑い、貴1の毛を大■で叫ぶなどの行動右とる．瞥換が  
気づきおさえる．牡分で経ち着いた．熟は3M℃と書熟．書換が欺■■を呼ばう  

霜翫認識琵瑠競た子細嘩淋秘方i湘 ざ角  
義憤もおかしかった．帆lかけに書えられす．モのまま聯した．M：抑鼎手洗  
の場断でううと■が聞こえたので，■いで行ったら、自分の傭を陰っていた．モの  
織「人を殺したJと貴書．他職にt持したとこち、＊網l土中止すもよう書われた．  
tくして貴書清明となり、おかゆ撫れ．テレビを見たり、水分塵取っていた．  
】月さ8（8：諏）気分が轟いと書い鎗わた．うえ－と讐しモうにしており、リビングを  
靡けすり回り、r矧こたい」とま■．緻■暮事績．救急♯到着時．ぽ一つとしてい  
る鴨じでは慮ったが、名前は甘えた．こちらの羊鰊に応じていた．  
幽鏡♯■外来貴書t、ラクテック1∝氾mL♯液．そのⅧ■♯行動なし．書旺欄  
明．徽簑の強い♯1あり、入験して牡丑牧禦ナることとなった，  

相打／ユ／之 …研から＝■         ■■  2拍7／ユ′t【 不明  

2007／03ハ丁（10：00煉枕．8舅インフルエンザの鯵断．≠宅瞳、本抑51叩内服  太面々ジ力む王三二明三モ≠肺砺娠南産前由布薦なじi：…●………   

この惰体1側℃．（よ滑事もなく、すっと♯ていた．（乏1：抑夕食喜食べると自重 より出た．この鴫慎欄朗．8℃．自重好より精緻書下り始めたところ、rこわい、こ  
わいJと叫び出し、土手用事で／くン／くン叩いていた．その≠換、鷺九が丸くなり  
倒れ、爾手を曲け覆1した状♯となった牡、けいれんを杓1分間起こし自然lこ止  
まった．5分線には会誌に応じるょうになったが、rうん、うん」と書う程度．その壌  
は■び自重でヰていた．ー体のどっちが上でどっちが下かわからない」とも言って  
いた．本州、夜は■眼中であったため、膿用せす．  
2抑7／03／柑（朝礼lつもと向じ柵lこ起床．「こわかったJとだけ書っていた．熟わく、  
元hになっていた．論証間代性けいれん、■♯行動陶枕．鋤、本納の施用は止  
め、夜のみ】■用．  

川礪  
・  

2m7′3′川． 朋  
…丁／… l タ  

①大彙仲■書  
◎■★抒鵬  

之00丁／0ユ／ll嘲  

之00丁／08／18 白蟄インフルエンサ発症．  
之咽丁／り3／相木刑褐l叩X2回／日没与開札（PM）体温÷30．4℃．仲温測定瞳に  
繊して．晴冊は不明）  
之007川ユ／甜（10：00）州でヰていた机■に起きてきて胃段（■内）の途中から  
れぴ■り、部1の陣子を倒して外へ出て行こうとした．1＃1こいた祖母が取り押さ  
えた．く10：如）しばらくナると書lこかえった．卸℃台の体温があった．慮利こよる  
と書い蓼を見て、何かに追いかけられていたような気がしたそうヤある机鴫段  
を飛び■りたリオ子吉倒したりしたこと専は何も集えていなかった．  

200丁′き／tl－  午¶  

重商旨＃鰍商細事  

2榊／2／一  

打01′1レl 雫  
後に裸lこなって州これび出す．本州の投与を中止．  
2抑l／打之鼻♯行勤は回tL  

トーーー・・－・－‥  

2001ハ／之lくタ）人里インフルエンザ（体温：ユ○℃）に対して、本剤の投与を開  
始．木綿≠用後に、幻暮（1♯行動）が発札（投与は咽のみ）  
Z008／1／苅 幻t（■＃行動〉は回復．  

本州1国内線後に幻土（人♯抒勤：「書がイヤだ」と菖って♯を飛び出した）が填れ  
たが大事に至らす．い8日：勲3I℃、2日呂：削8．7℃）  

繭岳－てii：5る湘こ蘭嶺：葡萄薦モ細∵樹ヰジ力むセ才シラj正‾‾  
ンザ迅速■断でインフルエンザ人型と鯵断．士汁膚書、♯神症状はホかった．  
（用伽）タミフル1カプセル欄用．（1柑○）9精白宅よリl云薄．（23カ5）他l如こて出血性  

量Itレベルの低下  

ショックにより死亡   

リン紳オセルタミビル  



異常な行動  

： 準網  ●、 ぎJ  鼻兼な行馳の人体的な詳細  例：幻tについては人体的に何が見えたか？本人が幻賞音量たのか、  ー．＿－＿＿ニミ  れが幻父を1ていたようだと書っているのか？）  

＿b■」フ  
ナと「暮カ  

＝＝  2M5／む一2一 ！005／8／1  No  Nt】    No  全開にし  
2005／3／1   ■   

注射をさ  
②少し捧  
象鷹発書  
lカブセノ  

182   

かったが   

05022ユ8l   エンザ人里と8断．タミフル丁6m■／日没与，（‡1劇場零下快  ■   （マンシヨ  

んでいた．く○伽）州よりれぴ■リ、胃足書折．■★行動、閂足書析発現．  
2獅／乙〃欄（＝0旭毛近くのコンビニエンスストアに／くジャマで襟足のままでい  

るところを書禦に保捜される．（と諷）当隋欺島外兼へ搬送．右覆寸書折、左簡5  
相中足サー折、間足部外書性虐膚欠損あり．自宅愈はl恥lておりこの下のコン  
クリート働からコンビニエンスストアにかけて血傭が旺められていた．ウィーンD  
でけ濃蘭始．なお当続騰送曙はt賞状静tま間覆なし．爬♯行動回復．（4加瀬  
複故暮施行．和書ICT★施．僻事・甘折なし．蘭■内に■性期外傷性肘ヒなし．  
明らかな淳几や拘瘡蓋疑う新人をRめない．  
2008／〟Zl麒波♯董輿絶．■★所見なし．  
200lノ〟22∬割H和実穐．結集：明らかな鼻♯所見は認められない．臓実fに  
傭号の■♯なし．紘■強椚舞徽で書★な粛什号なし．lm叩＝bn：れ禦を艶め  
す．  
200l′2′23 インフルエンザ軽快．退院．  

20朋／2／11   タカ  

のため、タミフル丁5m■X2／日投与開始．  
木綿内服徽、少し文なことを貫っていったがすぐにぬったので＃で楕子を見て  
いた．鷺■陣書（軽度）無智L吐気もあった（1蝿虚不猟 
． 2叩l′打川嘲♯納内1址、◆晴間ほどして凧を脱いで突然まの外へれび出した  
ところ、蒙換が気づいて遮れ慶すエピソードがあった。モの捜もいつもできるよう  
なことがで曹ない、わからないということが少し批、た．行動隷書（■鷹？〉発  
璃．（1ウニ卸）書抜よりすは揮ち着いているようだという遽削くあり．精舎病院を受  
鯵ナるように綿示した．  
2008／〝15（夜糖にtt苦して楕子を○ねたところ、総合■続吉受鯵して血液檎  
壬と鮨川和を撮影した帆すは落ち雷いている．入校はせす．  

①遭わ ◎■書行わ ②曽什レベルの低下  
①2加t／〝tユ  ①－  
①l001／才／11 ③■■¶欄  

2008／2ノ†3  

20【Il／！／†1  

にtt蓋して樽子吉■ねたところ、総合轟属の檎董はいすれも鼻 ＿Ll■ リヽ輪l∃▼円P■Vノ¶■コ■l■■■－ヲ イし■U■t  
コカール200m■モ合計4線内服していたこ  こと．こ帆在に拷に■≠なし  

インフルエンザ軽快・固t  

タミフル78m暮X之回／日  
て処方）．（10朋）タミフル？8巾■内≠．（12創〉トイレでL亘んだ牡、白目喜向いた感  
じになった（3柑くらい）．モの壌戴■量鯵．箕鯵軋■♯ないため一旦州宅 
． （20：00〉本抑5【t内服．（2と謝）突然起きあがり「母ちやんごめんなさい一などと意  
味不明な覚書がみられ、救■受抄．貴鯵鴫に封ナ答えは正附こできた机点滴  
鎗もフラフラナるというため、縫遇鶴禦のため靂日入統することとした．  
2恥8′1／之之＃熟し、インフルエンザ軽快．その檎、精神状態書も正常であった．  
Ⅲl′t／之l壌日外来で脳波♯主事定として、過続．  

不明■♯行駄t陣鴫書、慶事兜硯．血液検査にて細胞数上昇．  タミフル投与開凱（丁5mlX打日 －2日間）   

2008′〟印（午前中）インフルエンザ∧型と鯵断．タミフル沌¶よ×2固／日処方し、  
ただちにlo叩服用．  
（11珊壌〉叫にヰていた机突然相投をどたどたかけ障り、学校へ行かなくちゃ  
と書ってかばんを甘■って外へ飛び出そうとした．丁度平人が居り、当人を取り  
押さえ、す即土牛枚に行かなくても良いと言って撫ち着かせた．共順行勤発現．  
1≠行勤の持続晴間：不明．  
（12＝m囁鳩軟性快．モの後も本刺は処方どおり服用．一利こ変わったことはな  
かった．徽で本人に確托したところ紀憮が全くないとのことだった．家族は発熱  
によるものと奪え惰に丸正はしなかった．  

！（粕l／之／20 一   夕  

2肌l／l／！一    個夕  

20明／〃22； 欄タ  

20朋／2／！3    朝夕  

20（〉8′2／2●    嘲タ  

20加／2／25    鵬夕  

‾‾－‾‾‾’‾‾‾‾ 「【‾‾‘‾‾‾‾‾－、  200○／2／25 インフルエンザ軽快し  本桐は麟内欄闇畑了  
発現．九♯行動回復．  

之明8／1／丁ユー・l℃の発熱にて当統受鯵．インフルエンザ抗原捜査ではA／8とも  
に陰性であった机庇状的にインフルエンザが強く疑われたため、シンメトレル  
打／日投与．その闊lよホ熱にも叫わらす、興書状鳩などの訴えはなかった．  
2明l／〟5日中尭軌＝て休日当事臣受鯵．A型インフルエンザと抄断され、木  
調（丁5叩）2叫／日．相聞処方．夜間♯綱服用後、興奮状惣になリモの中を大声  
を出して動き回った．蒙綾が抱卵、かえるように押えつけないといけない状況  
だった．之時間毎にこのような興奮状態が出現した．興奮、織乱状態、健忘症発  
現．  

20朋／〟○正確な時間はわかちないが、寝入って状態的に落ち着いた．本人は  
全く賞えてないとの事．中書、楕乱伏臥健忘症回葡L当院賛鯵．母親の粍を附  
き、本人は全く覚えておらす、37．4℃まで鮒ま下がっていたので、本制服用を中  

2008／2／5    夜間  

止し檎子をみるように指示  その後の連絡lよ無し   

リン鞍オセルタミビル  



異常な行動  

（k■中：0、れ土  
覿■中か苓廿  中じやないニ■）  

れ血中の■倉、  
鷺■●｛から♯  
1書即叫憫  

■★な行■の人体的な群書  
（鯛：幻寛については1体的に胃が九えたか？本人が幻tモ1たのれ  

れが幻薫書1ていたようだとTっているのか？）  

■★な行■発111納  

翫沌雨瓶折損  
別0丁／〟川（l：相当鏡責付にいた．貴鯵．体丸測．2℃、嗅が少し．暮水が少し、  

書の■みを訴えていた．■青嵐■★な書■1土みられす、精神・♯緑茶のよ禦  
はなかった．（lO朋耶インフルエンザB撃と鯵断、タミフル、ユニプロン生業、PL  
♯馳、マーズレンS薯処方され、タミフルを内≠した（1匠l内諷）．く1糾8）自宅マン  
ションより転集のため、他続にホ■暮鱒あり．（12：51）救■蠍劉暮し心肺停止の  
牧場．（1脚3）■統雷、心細♯生（提血を行った）．丘応示さ丁．い3：弼死亡陣匪．  
暮★による穐＃あり．飼檎は河暮手樽れ  
く蠣聞た事の慣札＞  
‡00丁／〝用牛附こ■統で責鯵鎗、測と一糟に揮宅．本網を服用して静兼して  
いた．（lと4卵白毛マンション血地内で血を漬して倒れているのを発鼻された．自  
宅椚の濃艶の手すり（高さ川m）から1■駐■■の■柵こ転籍瞳、地面に＃ち  
た．サtl土出かけたた軌範書当陣は一人だった．▲■は■色の上下のスエッ  
ト集で．書l士tいていなかった．▲著は全書書躊く打ち■銑に■逢されたが紺  
糟蘭書に外書性ショックで死亡．  

l抑／∽l：＋はId  
ヱ00丁′…i曇  

葡：凄惨二詭：弼㌃「摘tijと読ま醐こわど方噴石粛七視ち  畑丁／川   
た．クラスでインフルエンザが流行っていると丁っていたので．インフルエンザ8  
璽と■断．★■状愴についてはわからない．軟性虚．合併症は集確】圧．初鯵で  
は匂いため、問■■なし．タ主フル？6M■X相／日（8日分）、わロナール200ml12生  
（！日分）払方．  
緋†／〟2丁（川丁）t■暮にて■扶に＃遺．t■ヰ心椚傭止状鴨．JOS｝00．醜  
聞lま■没●折、上■、下■書など耳静書中め丁、マスク換気とともに耳出血が  
■出ナる状れ四肢も多発性の開はt折．心肺♯生を試みる机全く反応な  
し．  
（2：0り死亡義挫．   

く斬蘭記事からの情報＞  

200l／打之○粗：脚■）タミフル椅m■内■．恒：測壌）タミフル丁5叫内服．  

Z00丁／〟ヱ丁 自宅マンション11檜より無び■り、転籍して死亡した．夜中に目を賞  
まして母暮を起こし、層聞で集を蝕もうとした帆前の膿♯から断定の8晴間が  
たっておらす、息用モ見合わせた．い：即恥モの眞■、rトイレに行くJと貫って眉  
間毛■れ曇に出た．藍川の■を外ナ讐に母が気付いて繰を追うと、血書は玄隕  
前の外虚に★青で足古かけて九り絶え、振舞したという．■などを強く打ち、市  
内の■挑に1はれた机間もなく死亡した．  

2001／〟21‡ 柑：30  

†■だい転橿が亘貞指眠亡だとi三振付さ篤i三宿ら蔦】た右Ji原点巧瞞ド‾  
内に座り込んでいた．モのt走り伺ったり、★段の手すりに足をかけたり．はを  
か蕾むしるような拍作があった．これらの抒力が母が行ってから10分種農機い  

．れ■事情．救■劉霊峰は鷺汁清明．  か ら訴王がろ電ら献毛  
（三間丁／〟25 2細）トイレに行こうとベッド   

トイレ付せ鋳って行くもトイレの中、士に向かって排尿し、ふらふら歩き  
出し、台所の附こ中れる．  

量∽丁／〟26！ 23＝加  

仕∝け／2／281  

触法：tl  よトイレに行くのかと患っていたら  
蘭で薫■‡l失し細．モのホ事書で徽換に尭よされる．鷺■溝失は2－3分間  
モの間眞暮は嘗めない．  

200丁／02′23！  夕方  200丁／8量／王5； ∧拙q■  

訓7／2／エコ（3加）朗．5℃  

暮■、タミフルー棚用．（21伽）「薫ちつか机l」rItへ出引と外へ出ようとし  
た．雷人が気付書、手をつかむことにより外出は阻止できた．■鸞行心無乱  
（封朋対韓間疇旛ちつかなかった机ようやく敲さできた．  
2∞丁／訂ヱl（†：叩押♯に貫る．■升行■自書．釘．0℃．インフルエンザ畦観・回  

譲吉勺夷ボニ早鐘L追醸壷ずこ才～ヲ元迂ジず  

2叩丁／3／丁（10：   

B聖と■断．タミフル1阿日帽叫モーぐ内t．（用：叫タミフル2陶自75m｛の服用． 2鵬丁／3／l班した晴聞たさた疇仙量不明だ机8』5分lこは起きていた．（○カ5） 人★抒■ 

、t■辞書集鶉．手ども鋤1からのうめさ■檻母線が蘭く．側よに抒つ てペ 
みると当験■書がットで島牧書とり、愈から書を乗り出してうめき声を発して  
いた．しばらくして腋朗飢lたが、モの牡一人でトイレに行書、緋尿をしている蘭  
に鷺■綱失．か弓分穫よ線麟．緻■事により当鋏に牡遺される．く7：棚）当眈到  
着．劉曽叶には、t■は阿慎していた．★人にそのとさのことを確認すると、善  
しい気がしたのでうめ瞥■を発した机篤から鼻を■り出していたことには記憶  
がないとのコメント．▲書行動、★■陣書画t．念のため静脈ラインを確保し入  
扶．  
加丁乃／l腋封川棚．入統牡」川桁巾なし．叫勧OT檎暮を行い鼻欄ねし．  
遺扶とした．  

①書■消失  
◎1鸞行■  少なくとも王  

－a分以上  

200丁／】／tl； タカ  

「  
2叩丁／ユ／柑l 夜中  
2叩丁／I／柑． 午前  

i夢芳〉砲湊娠方だ  

より、本州丁5m■投与．  
加l／財10（夜中ヰ竹中）れ♯行動（夜中急に走り出して倒れた〉発現，（発現  
10分…♯行勤国慎  

200l／む旬（耶）A型インフルエンザ治療のたれタミフル投与腕輪（75m■X2′  

日）．仕l：叫lタ分の本州丁5mt内≠鎗、覿ヰ．加加頃）突然起き上がり、声を出し  
ながら（内鐸lよ不明）之僧の☆より♯下へれぴ■りた．この際龍鏡が同量にいた  
机爽熱の行動のため¶止することができなかったとのこと．直後lこ踊観が庇で  
轟児が■を打撲して、座っている扶膿を確保．ボーッとしている状態であった  
が、接しかけには返事をしていたとのこと．そのまま批虹させ、翌日には兼旺は  
全く清明であった．  

2008／〝丁 タミフル投与繊了．  

2008／打8 インフルエンザ線快・回復．  
之00l／〟13■痛は特に処tせす、掛8日後で軽快した．  
之007／a／21■★行動圃慎．（医師の転帰確駄日）  

王00†／！′3    軌  
州  

！  

之叩－ノ〟3‘ 2ユ．00  

白詭ラ末尉ナ㌫i痕与こ‾di滴ラ粛・諷1たとごち葵漉簸ぎ上古吋二郎虚車種享ぎ  

ゆきぶり歩き回るが、呼びかけには答えす．2－3分で揮ち着いた．投与薬剤全  
て中止．入続にてST3輸液で餞遺観嘱した。（翌日）未明に突然起き上がり．上  
肢を1分権／くタつかせることがあったが  その瞳はみられなくなった   

リン斡オセルタミビル  



異常な行勤  

挽．．…  
へi℃ごごゴミFご号！  加わ乃〉ii－モ古壷酎左官ニ＃ニ才シラ八達ジ幼iと診諭：モii「応）亭ミフルー5叫X  

†′日の投与開始．（紺：2小九千行■集札a8ち℃の彙醜あり。突然起き上がり垂  

■兼行勤  20ロー／ユ／●  不明  200丁／3／■   ○  Y●●  発熱惰鶴   No  llq  lb    トh  内をかなり▲しく鋤き回り、よぴかけ反応なし（川～わ．モの雛、同機し獣寝． 脚丁／才／加（l：調）突然t■し、2書からl胃へおり出て行こうとした．■♯行動回  
】  徽．（】仰木刑丁51叫けl／園内欄し、以後投与中止．3／2ほで発熱あり．  

丁   

界性  れ★行動  0   Yll暮   l．引叶   Y■▲  Y●■  ♯■㈹   トb  Ho  Ib    No   ■   
ら用朋まで、覿tしその後入榊．   

繭フi－嶺：i諌お¢雨祓お好細浦詞ぎ烏涌二■－…‾…－‾‾…‖‾‾‾‾‾‾  

2【泊丁／3′838℃台の発熱があリボ一つとしていたが★敗正＃．㌦痛・層寒があ  
り．川回0当蟻牡外攣鯵モインフルエンザキットにてA型■性と出たたれ十分な  

事性  】㌫苦行－   l和一／3／8  不明  l  l  l   】  l  】   l  Ⅶ  l  l  旧  l・     1㌶訂篭論憲票誌悪霊諾岩音品霊獣たところ、仙叫  ＋I＋，＋・Jl   
から呼んでいるというような幻■があり、自宅主軸（S■）から外へ出ようとしたた  
め餉止した．  
モのtの坦秩生■はなく、転l■は不明  

鵬〉せん妄、もうろう  （‡J   

トイレに行きドアを開けすに播近し、転軌モの後2＃でヰかせた．  
床の中で不丑働椚（羊を／くタ′くタさせたり起き上がろうとしたり、穐lこほすよう楕  
な劇作）が認められたため、胃丸が体を  
ではなかったとのこと．虚挟間q．  

押えつけていたら改■した．妃憮は定か  

b■PW仙h山がよくみ  
lO■れ、インフルエンザA型にt鳥した．アマンタジン嵐軋鴨に間鶴はなかっ  
た．  
2囲7／ぴ13（夕）軽い噸靖痛、37．1℃．学校で流行中．  
200丁／〝11（聯）職、■汁、ホ熱（3‖℃）、全■俺息さ。白型と鯵断（ヰシーズンは  
インフルエンザワクチン機構は貴けていない）．（柏00吼≠濾朋．丁℃．（＝側）タミ  
フル丁5mt薇用．建l：10）タミフルー5叫服用．解熱網は集．（21：哺）銑■．  
（23：l封幻文集旗は－8分冊）．本納服用t、思いつめた轟情で起倉だし、何か幻  
先のようなものをよて．小さな■でr助けて－．助けて－．追いかけて乗る．曾、  
いっぱい外1こ出る．出ないといけない」と書い．簡■から州こ出ようとした．母銃  
が止めようとしがみついたが、すごい力で止めされモ引こなかった．父親が細を  
平手打ちに丁ると、最憎が暮遺により、「t、州こ出ようとしていたの？」と間う  
た．（28：知Ⅶ）幻鷺同社．多1に弗汗していた，そのまま眠った．  
2叩丁／○之／15（嘲）兜＃＝ま続いていたが、暮遭の舞h鴫の義慣であった．叫性  
の発給がみられたこともあり、本桐は6日分服用した机幻父は川日だけであっ  
た．「自分が何故行動ナるのか」と不慮■に思う気持ちもーじていた．特に映卿  
のような瞳tはなかった、払の「こ人の自分がいも瞳tだっんかJの問いに「そ  
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疇■鴫義行■  
（■中濃行）  

うでナjの書えでした  

2∝け／ヱ／20 ま，諏．0℃のホ18あり．  
200丁／2／21（，：∞）本州丁5ml服用．本州車線用しても凱土下がらr未熟が継  
織．2叫間近く誠℃近くであった．（10∫恥）■↑行動発現．  
群■＝2書の覇■から■段を幹いよく下りて倉て裸足で玄朋から飛び出した．書  
抜が気づいて外を鼻ると、血書が田んぼを走っていた．モの捜、臨遭にヰてい  
たが、温帯していた暮群が気づいたことで大書には蔓らす乗■舌れた．モの醜  
′廿カーにて自宅まで送られてきた胃には薫斗ははつさりしていたとの事．本人  
に確隠したところ外に出た理由はまったく責見ておらで、田んぼを走っている内  
に紀愴（書■）が橡々によってきたとの暮．その鎗1路lこ凍ていた際には妃憺  
は臭っていたらしい．讐禦が駆けつけた腋には書の場所も書えた．その後の本  
州の慮用は中止．カロナール2セ服用し、解ホ．■♯行動国慎．  
2鵬7川〟22柑間リレンザを処方しインフルエンザは回慎．  

という▲♯行動（非1鷺〉あり．ナぐに当院爾来．再来則士毛織清明、採血上もと  
もに▲★なし．九♯抒勧鴫、本人はかナかに紀愴あるも、蹟を打つ絨けることを  
止めることがでせす怖かったとのこと．個所鳳【t¢岬）したのみでその後は内服  
■井行動も認めていない  1≠行鵬軽快．  

2007／8ハユ（10舶）札8℃の触発．インフルエンザB型と檜断．外来．ソルラウト  
TMR之知ml投与．本札アンヒ／く処方．い1剖甘自宅にて睡I晩晴にうわごと．後、  
突如起き上がり、勧1を出ていこうとしたところ．母親・祖母が押さえる．趨ち書  
いたが、急に何かにおぴえだす．  
200丁／3／川（11：叫漉状は揮ち書いていたけ子．ソルラクトTIJR知8Ml投与．イ  
スラマイシン1■、スルピリン500M書処方。以後．劇作用もなく締帰良好。   
200丁／3／l且 インフルエンザ回復．  

夷i泊竜詭海謹上弼び廊弼二仔がなしニラ  200丁／2′11本椚の投与を朋  
が発現．木調の投与を中止．   20（〉丁／2ハIJ 腑・タ  

2001／〟15興書（自宅の階段上り飛び障りた。けがなし．）は固軋  

本州の内服を剛邑．服用後、  
りを走り回った．   

リン酸オセルタミピル  




